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意見内容  

理由  

上記の小項目を設ける必要はないと思われる，  

低血圧治療薬および末梢血管拡張掛こ分額されるはとんどの薬物は▲小項目  

「交感神経系に作用する英」，「脂質異常癌治療薬」および「抗血栓薬」と  

豊壌しているため．   

②中項日 「中枢神経系に作用する粟」  

小項眉 

小項自の例京「代表的な精神疾声（統合失東園うぅ病など〉」  

意見内容1上記の「小項目の例示」に代表的な精神疾患として，′「統合失調症、うつ病  

など」が記載されているが，r不安・神経症，捺病」も加えた方が良い．  

「不安一神謹症，躁病」も代表的な贈神疾應で」治療薬の作用および作用  

櫻序の習得ほ必須である．   
理由  

③申項目 「消イヒ辞系に作用する粟」  

小項目 「その他の消化性疾患治療華」  

小項目の例示 rその他の消化性疾患の代喪的な治療集」  

意見内容  上記の「小項目の例元」に．「その他の消化性疾患の代表的な治療薬（胃・  

腸機能改善薬．鎮痙薬，洛下風止泊姦など）」と加筆すべきである．  

理由  「その他の消化性疾患の代表的な治療薬j という例示lも あまりにも曖昧で  

→ あるので，具体例を示すべ吾である 

別表Ⅳ 薬剤】  

（1）該当箇所・・∴大項眉 「薬物の体内動態J   

①申項目 「薫の作用と生体内運命」  

小項目 「体内動態の変動要因」  

普見内容 上記の小項馴ま，削除すべきである，  

理由  上記の小項目の例示から．内容は総論あるいはイントロダクションであり，  

「中項目一一－－一基物の体内動態」と完全に稟複するため．   

②中項目 「薬物動態の解析」  

小項目 「Tp仙  

小項目の例示 「薬物血中浪度の代表的測定法」  

意見内容  上記の小項目の例示に関して，測定法の何を闘うのか（腐乱意義，試料  

調製法等）を明確にするぺきである．  
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モデルコアカリキュラムでiも 原物血中淡度の代表的刹定法を実施できる】  

項回で．技能として取り壊われていることを躇まえるべきである．  

理由  

③呼項目．「薬物動態の解析」  

小項目 「TD軋   

小項目の例串 r代表的な毒物についてモデルデータからの投与計軌  

容  

上記の「小項冒…＝T珊」の例示の項目「萱適血中熟度を維持するための投与   

計軌，および「小項眉・・…薬効学」の「小項目の鱒未叩・・一点騎静注の血中没度   

計算∴連続投与iこおける血中増産計軌項郎1あり，区別する理由がない．  

・意見内  

理由  

（2）該当箇所－－…大項目’「製剤」  

①中項目 r製剤材料の性質」  

小項目 「物質の溶解」   

小項目の例示 「物質の溶廓に対して酸・塩基反応が果たす役割J  

容  

上記の例示は，別表Ⅰ物理・化学・生物の「大項目－－－－一化学物貿の分析J   

「中項針－－－一化学平衡」，「小項巨叫・酸と塩基jの「／ト項目の例示…・・化学   

吻温の浦による化学種とその汲乾の変化」で充当されるため∴‾  

意見内  

理由  

②中項目 「製剤材料の咄賀」  

／ト項目 「製剤材料の物性j   

小項目の例示 「粉東Ⅹ線解析測定法の原理と利用艶」   

容  

上記の例示は，別表Ⅰ物理・化学・生物の「畑日…・…生体分子の構造J．   

「中項眉一－一一一生体分子の解析法」，「小項目・・－－－‡蔽結晶解軌の「小項月の   

例示－→－－・‡線結晶解析の原理，応用」で充当されるため．．  

意見内  

埋由  

（参中項眉 「DDS」  

小項目 「その他のDDSJ   

小項目め例示 「代表的な組換え医薬品」   

容  

上記の例示軋別表Ⅰ物理・化学一生物の「大項目－－・一一分子レベルの生命   

理解」，中項訃・…過伝子操作・遁伝チエ学」の小項馴こ「祖換え医薬品」の  

項目があるため．  

意見内  

理由  
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別表Ⅴ■病態・薬物治療】  

（1）該当箇所・…一大項目 「薬物治療J  

①中項目「疾患と薬物治療（締箱男疾免租液疾嵐消化器疾患）」 

小項目 「循環器系の疾患」  

小項目の例示 rその他の疾患：弁膜私心筋症」  

小項目 血硬系の疾患  

小項目の例示「その他の疾患：赤血球増多少」  

②中項目 疾患と薬物治療く泌尿器系疾風．生殖器系疾恩，呼吸誼系疾札内分泌属  

疾鹿，代謝性疾患神潅 
小項目．「内分泌系疾患」  

小項目の例示 「与の他の疾患：祖色相胞腫」 

小項目 神潅・筋の疾患  

小項眉の例未 rその他の疾恩：筋ジストロフィー匠∴防萎縮性側索硬イヒヨ瓦  

多発性硬化鼠ギテンりてレー症候群J  

③中項目「疾患と薬物治療（締神疾息耳鼻咽喉疾患皮膚疾乱眼疾息骨・関節  

疾風 アレルギー・免疫性疾嵐移植医療，緩和ケア）J  

小頃日 r皮膚疾患J  

小項目の例示 「その他の疾患－：水痘症，乾瀞J  

小項目 「骨・関節の疾鹿」  

小項目の例禾 rその他の疾患：骨軟化症」  

小項目 「移植医療J  

小項目の例宗 「その他の涙患：移括片対宿主病（mD）」  

意見内容  上記に記載した小項目の例示については，削除する．  

理由  頻度的にも．内容的にも，憶測師として具備しなければならない基本的な  

知瓢杖胤態度を評価する問題」の対象にはならないので，削除して  

善し支えない．  

（2）該当昏所・・・・・大項眉 「英物治療J   

中項目 「疾患と薬物治療（精神疾患，耳鼻個喉疾患．皮膚疾患，摘疾患，骨1関節  

疾風テレルギー・免疫性疾凰移植医療，綾和ケア）」  

小項目 「緩和ケアと長期原発」  

小項目の例示：「長期療養に付随する合併症」  

意見内容 上記の例示を削除する．削除しない場合にをも長期折線の定穎あるいは  
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原因となる基礎疾患（結核，脳卒中など）を列記する必繋がある．  

長期療養の原因となる基礎疾患により，付随する合併症は多種多様であり‘  

「薬剤師として具備しなければならない基本的な知乱技隠態度を評価  

する問題」を作成するにはあまりに広範囲であり，涙然としているため．  

理由  

（3）該当箇所－・一－・大項目 「薬物治療に役立つ膀報」  

中項目 「患者情報」  

小項目 「患者と情報源」  

小項目の例示「姦物治療に必賓な患者基本情報、患者情報源」  

小項月 収集・評価・管理  

小項月の例示「問題志向型システム（POS）、由亜」  

意見内容 上記2つの小項目の例示粗大項臥・－－－「薬剤師窯軌，中項眉：－一一・「服薬  

辟割と「患者情報」，小項日丁・▼・・「愚者情報の盛挙性」に移動する．  

理由  内容が類似しているため．  

【別表Ⅵ 法規・制度，倫理】  

（1）該当簡所“－一大項眉 「薬学と社会J  

①中項目 「社会保持制度と薬剤潅済」  

小矧∃ 「社会保障制度」   

小項目の例示 「高齢者医療制度の仕組み」   

容  

民主党政権下で後期高齢者医洗制度の周波し加始まり．未だ制度が明附こ   

なっていない状況で，学生への講義も不十分であるた軌   

意見内  

理由  

②中項目 「社会保障制度と薬剤層腐」  

小項眉 「薬剤経済・医療統計」  

小項目の例示 「ジェネリック医薬品の役割」  

意見内容 上記ゐ小項目‘の例示を小項目…一一畷謝経済■医療統計」に分類するのは  

不適当である．  

ジェネリッタ医薬品に関する出題内容が，薬剤経済に限定されかねないため、  理由   

（2）該当箇所・・し一大項目 「濫薬品の開発と生産」  

中項目 「医薬晶の開発」  

意見内容 上記の申項目の中に，小項目として「特許」を含めるべきでみる，また，  
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小項眉の例示として「医盛品の知的財産権」を記載する．  

医薬品に園する知的財産掛ま，藻剤師として知っておくべき最低限の知識で  

あるため，  

理由  

（3）該当箇所…‥大項目 「医強品の開発と生産」  

中項目 「治験」  

小項目 「治験の意義と業務」  

意見内容 上記の小項目の例示に，「公正な治験の推進を確保するための制度を説明  

できる」および嘩奴業掛こ携わる各組織の役割と資任を概説できる」を  

含めるぺきである．  

これらが含まれていない場合，治験薬GMPや仰・9・SMOなど申治験関連  

組織について出題できないため．  

理由  

脚廣Ⅶ 乗務】  

．（1）該当筒所－－－一一大項目 「病院菓軌   

ヰ項日 「病棟業務J  

小項目 r病棟巽捗の概軌  

小項眉の例示 「バイタルサインの確認」  

意見内容 上記の小項目の例未は，現在，日本病院茹剤師会等が提唱しているフィジ  

カルアセスメントの概念が入ったものであるなちば，時期尚早と考える，  

亭朋学習も含め，モデルコア・か」キュラムに含まれていない項眉である  

ため．   

理由  




